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契約変更年月日

契約業者名

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要

 

工期（自）

工期（至）

契約金額 円（税込み）

変更金額 円（税込み）

変更後の契約金額 円（税込み）

回・最終）契約変更の内容

令和6年12月5日

湯澤工業株式会社

山梨県南アルプス市六科1375-1

Ｒ４広河内工事用道路他工事

山梨県南巨摩郡早川町奈良田地先

226,600,000

一般土木

令和5年4月1日

令和7年1月31日

181,500,000

45,100,000

上流工区
道路改良　　　　　　　　　一式
　道路土工　　　　　　　　一式(掘削工約3000m3、法面整形工約1000m2)
　法面工　　　　　　　　　一式(モルタル吹付約1080m2、仮設用モルタル吹付約340m2、
　　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋挿入工592m)
擁壁工　　　　　　　　　　一式
　帯工・アンカー補強土壁　一式
　　　　　　　(鉄筋挿入約370m、補強土壁基礎約30m、補強土壁壁面材組立・設置約170m2)
　防護柵工　　　　　　　　一式(基礎材約20m、均しコンクリート約35m)
　構造物撤去工　　　　　　一式
　運搬処理工　　　　　　　一式
　仮設工　　　　　　　　　一式
下流工区
道路改良　　　　　　　　　一式
　道路土工　　　　　　　　一式(路体盛土工（ICT)約1830m3法面整形工(ICT)約160m2)
　法面工　　　　　　　　　一式(モルタル吹付約81m2、植生基材マット約340m2)
擁壁工　　　　　　　　　　一式
　石･フロック積(張)工　 　一式(コンクリートブロック基礎約48m、
　側溝工　　　　　　　　　一式
　防護柵工　　　　　　　　一式(ガードレール約113m)
　防護堰堤付属物工　　　　一式
　構造物撤去工　　　　　　一式
砂防堰堤　　　　　　　　　一式
　砂防土工　　　　　　　　一式
　コンクリート堰堤工　　　一式
　　　　　　　　　　　(コンクリート約180m3、既設面清掃約32m2)
　砂防堰堤付属物設置工　　一式
　仮設工　　　　　　　　　一式
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変更理由

 

1. 上流工区:道路土工
法面の崩落により想定より土量が増えたため、掘削工、法面整形工等の施工
数量を変更(増)する。
A-1 工区の法面崩落に伴い、T-1 工区の施工が困難となったため、路体盛土
工を減工する。
2. 上流工区:法面工
施工箇所内(A-1 工区)において、法面崩落が発生し、法面の安定化を図るた
め、法面吹付工、鉄筋挿入工を追加増工する。
3. 上流工区:擁壁工
A-1 工区の法面崩落に伴い、場所打擁壁工（構造物単位）を追加増工する。
現地精査の結果、帯鋼補強土壁・アンカー補強土壁工（A-1）の施工数量を
変更(減)する。
A-1 工区の法面崩落に伴い、T-1 工区の施工が困難となったため、作業土工、
帯鋼補強土壁・アンカー補強土壁工（T-1）を減工する。
4. 上流工区:防護柵工
A-1 工区の法面崩落に伴い設計を見直した結果、防護壁基礎工を追加増工す
る。
5. 上流工区:構造物撤去工
A-1 工区の法面崩落に伴い設計を見直した結果、構造物取壊し工、運搬処理
工を追加増工する。
6. 上流工区:仮設工
A-1 工区の法面崩落に伴い、法面吹付工、機械設備工を追加増工する。
7. 上流工区:共通仮設費
受注者と協議の結果、3 次元起工測量、遠隔臨場等の実施に伴い、共通仮設
費を増工する。
8. 下流工区:道路土工
現地精査の結果、路体盛土工を増工する。
9. 下流工区:法面工
現地精査の結果、岩の張り出し部分について法面吹付工を、盛土法面の浸食
防止を図るため、植生工を追加増工する。
10. 下流工区:擁壁工
現地精査の結果、場所打擁壁工(構造物単位)の施工数量を変更(増)し、プレ
キャスト擁壁工を減工する。
11. 下流工区:石・ブロック積(張)工
現地精査の結果、作業土工、コンクリートブロック工の施工数量を変更(減)
する。
12. 下流工区:カルバート工
現地精査の結果、排水処理方法を洗い越し工に変更したため、カルバート工
を減工する。
13. 下流工区:排水構造物工
現地精査の結果、排水処理方法を洗い越し工に変更したため、排水工を追加
増工する。
また、排水処理方法の変更に伴い、集水桝・マンホール工を減工、側溝工の
施工数量を変更(減)する。
14. 下流工区:防護柵工
現地精査の結果、路側防護柵工、防護柵基礎工等の施工数量を変更(増)する。
15. 下流工区:構造物撤去工
現地精査の結果、既設アスファルト舗装が確認されたため、構造物取壊し工、
運搬処理工を追加増工する。
16. 下流工区:コンクリート堰堤工
現地精査の結果、作業土工の施工数量を変更(増)する。
17. 下流工区:仮設工
関係機関との調整の結果、通路の確保が必要となったことから、工事用道路
工、土留・仮締切工を追加増工する。
18. 下流工区:共通仮設費
受注者との協議の結果、ICT の活用、土石流感知設備等の実施に伴い、共通
仮設費を追加増工する。
19. 工期
A-1 工区の法面崩落による法面工等の追加に伴い、工期を52 日間延長し、
令和7 年1 月31 日を工期末とする。
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契約変更年月日

契約業者名

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要

 

工期（自）

工期（至）

契約金額 円（税込み）

変更金額 円（税込み）

変更後の契約金額 円（税込み）

回・最終）契約変更の内容

令和7年1月30日

湯澤工業株式会社

山梨県南アルプス市六科1375-1

Ｒ４広河内工事用道路他工事

山梨県南巨摩郡早川町奈良田地先

244,200,000

一般土木

令和5年4月1日

令和7年1月31日

226,600,000

17,600,000
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変更理由

 

1. 上流工区:道路土工
現地精査の結果、土量が増えたため、残土処理工の施工数量を変更
(増)する。
現地精査の結果、施工機械の条件が変わったため、掘削工及び法面
整形工
を変更する。
2. 上流工区:擁壁工
受注者との協議の結果、ICT 施工となるため、作業土工(ICT)を追
加増工す
る。
現地精査の結果、排水管敷設の施工数量を変更(増)する。
現地精査の結果、鉄筋挿入(単管削孔)、場所打ち擁壁工(構造物単
位)及び排
水マットの施工数量を変更(減)する。
3. 上流工区:仮設工
現地精査の結果、仮設アンカー設置・撤去について引張試験費用を
増加する。
4. 上流工区:共通仮設費
現地精査の結果、準備費(伐採・処分費)を追加増工する。
受注者との協議の結果、ICT 施工を実施したため、技術管理費(保
守管理(ICT)
及びシステム初期費(ICT))を追加増工する。
施工調査対象工事となったため、施工調査費を共通仮設費に追加増
工する。
5. 下流工区:共通仮設費
現地精査の結果、伐木・伐採があったため、伐採費及び処分費につ
いて、共
通仮設費を追加増工する。
6. 工期
工期は第2 回変更設計のとおりとする。


